
　

99
棟
の
登
録
有
形
文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
伝
統
的
な

建
物
が
存
在
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
約
９
割
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
約
４
年
、
伝
統
的
な
文
化
財
を
守
り
伝
え
よ
う
と
、
復

興
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

真
壁
の
ま
ち
の
起
源
は
、
平
安

時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に

こ
の
地
を
治
め
た
、
真ま

か
べ壁
氏
の
城

下
町
に
あ
り
ま
す
。　
　

　

真
壁
氏
は
１
６
０
２
年
に
秋
田

へ
国
替
え
と
な
り
、
角
館
（
秋
田

県
仙
北
市
）に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
城
主
の
い
な
い
真
壁
城

は
、
江
戸
時
代
に
廃
城
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
真
壁
の
ま
ち
に
は
笠

間
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
、
政
治
経

済
文
化
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
く
か
ら
東
北
地
方
へ
の
木
綿

販
売
の
中
継
地
点
と
し
て
繁
栄

し
、
１
７
０
０
年
頃
に
は
月
12
回

の
定
期
市
が
開
か
れ
、
在
郷
町
と

し
て
発
展
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
町
並
み
は
茅か

や
ぶ葺
き
の

家
屋
が
主
体
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

ま
す
が
、
１
８
３
７
年
の
大
火
後

に
防
火
建
築
と
し
て
土
蔵
造
り
の

建
物
が
普
及
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

真
壁
の
町
並
み
の
主
な
特
徴

は
、約
４
０
０
年
前
の
町
割
り（
道

路
の
位
置
や
幅
）
が
現
在
に
良
く

残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
見
世
蔵
や

土
蔵
、
塗
屋
、
木
造
店
舗
、
洋
風

建
築
、
石
蔵
な
ど
の
多
種
多
様
な

建
造
物
が
真
壁
の
中
心
市
街
地
に

約
３
０
０
棟
も
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物
の

う
ち
99
棟
が
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
桜
川
市

真
壁
町
真
壁
の
一
部
が
全
国
で
87

番
目
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
真
壁
の
町
並
み
が
日

本
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の
あ
る

町
並
み
だ
と
評
価
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
伝
統
的

建
造
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周

辺
の
登
録
有
形
文
化
財
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
物
件
の
割
合
は
、
真

壁
地
区
の
歴
史
的
建
造
物
の
約
９

割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

震
災
前
に
は
１
０
４
棟
あ
っ
た

登
録
有
形
文
化
財
も
震
災
後
に
は

99
棟
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

主
な
被
災
内
容
は
、
屋
根
瓦
の

ズ
レ
や
滑
落
、
大
棟
の
崩
落
、
土

壁
の
亀
裂
や
剥は

く
ら
く落
、
建
物
の
傾
倒

で
す
。

　

特
に
歴
史
的
建
造
物
の
屋
根
瓦

は
葺
き
土
の
上
に
瓦
が
載
せ
て
あ

る
た
め
、
年
月
が
経
ち
土
が
固
く

な
る
と
地
震
時
に
瓦
が
ズ
レ
や
す

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
頃
か
ら
小
ま

め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
た

歴
史
的
建
造
物
の
屋
根
は
、
被
害

を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

真
壁
の
ま
ち
の
成
り
立
ち

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

復
興
の
歩
み

　旧高久家住宅（旧高久家）は、正確な建築年代
は不明ですが、部材の古さや建築様式から見て明
治時代に建築されたと考えられます。
　旧高久家もまた東日本大震災で被災した登録有
形文化財の一つです。被災後、市に寄付していた
だき、平成 24年度から修理工事を開始し、平成
27年 1月に竣工（修理完了）しました。 　

重
伝
建
地
区
は
元
々
補
助
制
度

が
あ
り
ま
し
た
が
、
登
録
有
形
文

化
財
に
は
補
助
制
度
が
な
か
っ
た

た
め
新
た
に
補
助
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
災
害
復
旧
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
（
平
成
27
年
１
月
末
）
の

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
重
伝
建
地
区
で
は
平
成

23
年
度
に
４
棟
、24
年
度
に
14
棟
、

25
年
度
に
16
棟
、26
年
度
に
11
棟
、

復
旧
予
定
96
棟
中
45
棟
が
災
害
復

旧
事
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

重
伝
建
地
区
周
辺
の
登
録
有
形

文
化
財
は
平
成
24
年
度
に
13
棟
、

25
年
度
に
11
棟
、26
年
度
に
１
棟
、

復
旧
予
定
26
棟
中
25
棟
が
災
害
復

旧
事
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
残

り
１
棟
も
現
在
修
理
中
で
、
26
年

度
末
ま
で
に
完
了
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
伝
建
地
区
の
災
害
復
旧
は
、

今
後
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
文
化
財
と
し
て
の
修
理
を

考
慮
し
て
伝
統
工
法
で
の
修
理
を

基
本
と
し
、
周
辺
の
登
録
有
形
文

化
財
は
外
観
の
早
期
復
旧
を
目
指

し
、
現
代
工
法
で
の
修
理
も
可
能

と
し
て
災
害
復
旧
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
を
応
用
し
た
簡
易

な
復
旧
も
必
要
で
す
し
、
本
物
の

伝
統
工
法
を
継
承
す
る
本
格
修
理

も
重
要
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
補
助
制
度
を
活
用
し
て
真

壁
の
本
物
の
文
化
財
を
守
り
伝
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
２
）

【被災後】
屋根瓦が全体的にズレ、隅棟が崩落し、
西面の壁が剥落してしまいました。⬇

⬇

【修理中】
地元住民や小山工業高
等専門学校生徒の皆さ
んが、土壁の修理のた
め、竹

たけこ ま い か

小舞掻き（土壁
の下地づくり）を行い
ました。

【完成】
平成 27 年 1月に竣工
（修理完了）しました。
今後は、地元団体など
に施設を貸し出し、地
域活性化に役立ててい
きます。

旧高久家住宅の復旧

震災からの復興 真壁の町並み

川
嶋
孟
さ
ん
の
文
庫
蔵
が
元
通
り
に

修
理
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
の

文
庫
蔵
を
復
元
修
理

　

真
壁
の
町
並
み
の
な
か
で

洋
品
店
を
営
む
川か

わ
し
ま嶋

孟た
け
しさ

ん

は
、
震
災
で
江
戸
時
代
末
期

に
建
て
ら
れ
た
文
庫
蔵
（
土

蔵
）
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
「
壁
に
亀
裂
が
何
か
所
も

入
り
、
瓦
も
少
し
落
ち
た
」

と
話
す
川
嶋
さ
ん
。
約
3
年

余
を
か
け
て
、
復
元
修
理
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

修
理
中
も
来
訪
者
を
も
て

な
し
た
川
嶋
さ
ん
は
、「
町

並
み
や
こ
の
蔵
を
活
か
し

て
、
市
の
観
光
に
役
立
て
て

い
き
た
い
」
と
今
後
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
し
た
。
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